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要 約

二硫化ジフェニルの藻類（P3θ躍。幻丁6加θがθ刀θ5σ伽ρπ飢θ）に対す

る生長阻害試験
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AO30425－1

OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」

（1984年）

止水式（開放系），振とう培養（100rp皿）

Psθ〃面盟roh刀θrfθ！！a3θδoθρゴ‘8‘8（株名：ATCC22662）

　（旧学名：5θノθ刀∂5亡1月初08ρT∫60rη〃甜加）

72時間

対照区，助剤対照区，0、0500，0、0710，0、100，0，140，0．200羊mg1L

（＊試験液調製可能最高濃度）

公比：L4

助剤濃度一定：100μLIL（N，N一ジメチル掃ムアミド使用）

100mL／容器

3容器／試験区

　　　　　　　　　　ヨ前培養した藻類　1×10cells／mL

23±2℃

40001ux　（±20％の変動内，フラスコ液面付近）で連続照明

高速液体クロマトグラフィー（HP　LC）

試　験　結一果

1）　試験液および試験培養液中の被験物質濃度

　　　被験物質濃度分析の結果，測定値の設定値に対する割合は，暴露開始時の試験液において

　　80～88％，暴露終了時の試験培養液において検出限界以下～1％であった。濃度減少の主

　　な原因は吸着であり，ガラス容器への吸着や藻体への移行と思われた。阻害濃度の算出には

　　開始時の測定値を用いた。
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2）　生長曲線下面積の比較による阻害濃度

　50％生長阻害濃度EbC50（0－72h）：〉0，165mg／L（95％信頼区間：算出不可）

　最大無作用濃度NOECb（O－72h）：　〉0．165mg／L

3）　生長速度の比較による阻害濃度

　50％生長阻害濃度ErC50（24－48h）：

　最大無作用濃度NOECr（24－48h）：

　5G％生長阻害濃度ErC50（24－72h）：

　最大無作用濃度NOECr（24－72h）：

〉0、165mg／L（95％信頼区間：

〉0，165　mg／L

〉0、165皿g／L（95％信頼区間：

〉O，165　mg／L

算出不可）

算出不可）

4）　藻類の形態観察

　　暴露終了時の顕微鏡下での細胞形態観察の結果，全ての濃度区において細胞形態の変化（収

　縮，膨張，破裂等）や細胞凝集は認められず，また，対照区および助剤対照区との相違もな

　かった。
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